
 
 

第８回江戸川区景観計画策定委員会の議事要旨 

 

日 時：平成２２年４月２８日（水） 

    午後１時３０分〜午後３時３０分 

場 所：タワーホール船堀 ３０３会議室 

1. 開会 

 あいさつ 

 

2. 素案の内容について 

１） 策定の背景と目的(景観計画の構成、P2～3) 

① まちづくりには環境の多様性、社会の多様性、風景の多様性の 3つの多様性が必要である。 

② 「誇りの持てる」、「夢を持てる」など、現状が悪い印象を与えるネガティブな表現になってい

る。また、サブタイトルの「わがまちへの誇りを持つ暮らし」という表現では景観計画の策定

意図が伝わりにくい。 

③ 景観計画は江戸川区全体を良くしていく計画であるから、どのような街にしていくかを示した

方が良い。 

④ リブコム国際賞について、どういう部分で評価されたか記載し、みんなで共通の認識を持てる

ようにした方が良い。 

⑤ 「古川を愛する会」が 2010春の褒章にて緑綬褒章を受章した。この事も記載した方が良い。 

２） 計画の位置づけ(P4) 

① 計画期間は目安として 10年との記載の方が良い。 

３） 計画の体系(P34～P35) 

① 図で一番下に記載されている「小景観区」を「大景観区」の下に記載するよう修正した方が良

い。 

４） 大景観区(P36～P60) 

① 景観まちづくり資源図を、巻末にすべてまとめた方が良い。 

② 景観まちづくり資源図について、大景観区にまたがっている資源の整合性をとった方が良い。 

５） 区民・事業者・行政の役割(P122～P123) 

① 三者の役割をもっと詳しく、夢と希望を持てるような表現をした方が良い。 

６） 資料編(P131～P146) 

① P133 のワークショップが何故出来たのか、プロセス、ディスカッション、成果などのページを

追加してほしい。 

② P20との連動性をもっと詳しく表現した方が良い。 

③ まちづくりマップの「×」という表現を「□」等の表現にかえた方が良い。 

７） 景観計画(素案)全体 

① 第１章～第３章、第４章～第６章が同じ色を使用しているので、色分けしてわかりやすく表現



 
 

した方が良い。 

② 見たい箇所を探し易いように、インデックス等を加えた方が良い。 

 

3. その他 

１） えどがわ百景について 

① 各団体へ主旨を詳しく説明した方が良い。 

 

4. 閉会 


